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o. なぜ、《醒世掴縁惇》を取り上げたか?

「縦J とは歴史的な角度から、「横j とは地理的角度からの取り組みを意味する。中国語の歴

史は、古代漢語、中世漢語、近世漢語、現代漢語と変遷してきたが、現代漢語の直接の祖先は

近世漢語である。

近世漢語の一資料として明清白話小説を取り上げる場合、当時の官話(=通語)の大枠に入

るものでも北方と江南の如き地理的観点に立たざるを得ない。したがって、北方と江南の二大

分類を行い、時代順に主な明清白話小説を挙げれば次の表の如くになる。 1 ) 

官話
北方: ((金瓶梅詞話》→《醒世姻縁停》→《石頭記》→《程甲本紅楼夢》→

(=通語)
《児女英雄停》→《官話類編》、《語言自遁集》

資料
江南: ((水j許停》→《拍案驚奇》→《儒林外史》→《官場現形記》、

《二十年目暗之怪現状》

方言 : ((海上花列惇》、《九尾亀》等。

資料

我々は、講義で現代漢語を教授しているゆえ、つまるところ「現代漢語の解明」に尽きる。

現代漢語解明のアプローチは、 1 つは「共通語と方言の比較j によるもの、もう 1 つは「外国

語との比較J、つまり、中英、日中などの言語比較である。この他に「現代漢語の直接の祖先と

の比較」がある。筆者は、今最後に挙げた「現代漢語の直接の祖先j である近世漢語に取り組

む。

近世漢語の中の《醒世姻縁停)) (以下、《醒》と略称)を選出した理由は以下 1) "-'3) の通り

である。

1) ((醒》は、明末清初頃、山東人(作者不詳)によって成書された。これは約100万字を擁

する大部小説であるが、筆者がこの資料に着手した 1990年頃はまだ日本語の翻訳本も刊行
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植田 均

されていず、研究対象にする人はごく限定されていた。しかし、《金瓶梅詞話》から《紅

楼夢》へと語桑の歴史が流れて行く上において橋渡し的な位置にあるので、重要な口語資

料であると考えられる。

2) 筆者は、以前、《金瓶梅詞話》語葉研究をしていたが、中国で先に白維国《金瓶梅詞典》

(中華書局， 1991年)の如く、《金瓶梅調話》の辞典類が多く刊行という形で成果が出され

た。よって、《金瓶梅詞話》よりも未開拓の要素がまだ多い《醒》に変更した。

3) ((醒》の語葉は《金瓶梅詞話》と共通する、或いは類似するものが多い。同じ山東人によ

る(山東方言が多く散りばめられた)書だからであろう。したがって、《金瓶梅詞話》の語

葉研究と大きくはかけ離れてはいない。

1 .何を問題としたか?

《醒》の中の語集が現代漢語の共通語に非継承のものに限定した。ただし、各方言の中には

現代にも依然継承・残存している語葉である。それはどういう語葉か?し、かなる特徴があるの

か?また、《醒》から現代漢語まで(北方方言系資料を用いて)どのような変遷を経てきたのか?

この 2 点を明らかにしようと試みる。

語義の変遷

古代漢語、近世漢語、現代漢語という大枠の中で語義の変遷は次の表の如くになる。

古代漢語 近世漢語 現代漢語

共通語 x (“吃肉" ) 
食(肉) 食(肉)

方言 O(南方方言，如卑語)
A 

共通語 x (“穿(衣服) " ) 
著(衣) 着(衣)

方言 O(南方方言，如卑語)

共通語 O (  “全身" ) 
海身

方言 -0 (非南方方言，
津深(=揮身)

如魯語=“反正" ) 
B 

共通語 O( “拾得(併子) ") 
拾(餅)

方言 -0 (非南方方言，
拾(餅)

如魯語=“芙(併子〉つ

残存・継承の特徴

近世漢語の“食肉"及び“着衣"は古代漢語にも存在する。このような語は、現代漢語に残

存・継承されている場合、卑語などの南方方言に見られ、 Aタイプに属する。また、古代漢語

に見られない“津深" (“海身") (=“全身")や“拾(餅)" (=“買(餅)" )は、現代方言の山

東方言を含む北方方言に残存・継承されていて、 B タイプに属する。 A、 B 両者には明らかに

「差」がある。
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縦と横の語葉研究一《醒世姻縁停》方言語葉研究

2. 南方方言と北方方言

《醒》中の語葉は多く現代北方方言に継承されている。山東人が書いた書ゆえ、当然であろ

う。しかし、幾つかの語葉は、現代漢語では南方方言に継承されている。例えば卑語、閏語など

にである。この種の語葉はほとんどが文言に出自があるようである。上記表のAタイプである。

2. 1. 現代共通語では「別の語に代替された J 語

先ず、文言に出自がある語をいくつか取り上げる。このうち、現代共通語では「別の語に

代替された」のが“面"、“箸"、“食"、“寝"などで、これらは近世漢語の北方資料の中で出

現頻度数が問題になる。どの時代で現代共通語に通じる語(“股"、“侠子"、“吃"、“停止、平

息、")が出現し、優勢となって行ったのか、即ち、どの時代で、どちらの語の出現頻度に優勢、

劣勢などの変化がみられるか、である。

面一一現代漢語の用法:釈義「かおJ。共通語では、単に四字成語等の「決まり文句J の中に

のみ用いる。一般に単独一文字では用いられない。

基本的に“日金"を用いる地域:官活方言(北京、済南、西安、太原、武双、成都、合

肥、拐州)、湘活(長沙)、報活(南昌) 0 2) 

“面"を使用する現代方言地域は南方方言:果活(温イ十1) 、湘i吾(双峰)、客活(梅基)、

再活(，州、阻江)、同i吾(慶n、潮州、|、福州、建困)

近世漢語:\(醒》は全て非会話文に使用。(口語性の強い会話文では“験"を用いる)。

近世漢語からの用例。

特就洗了手面. (((醒>> 3. 10b. 9) (いい加減に手や顔を洗う)

《金瓶梅詞話》、《石頭記》、《児女英雄{専》→“面"は一般に非会話文に使用されている。

この時代、既に書面語であることを示す。

白水浮面畢. (((金瓶>> 72. 5b. 4) (水を汲んで顔を洗い終える)

平見自覚面上有了光輝. (((石頭>> 44. 6b. 2) (平児は顔に輝きを生じた)

差得他面起紅雲. (((児女>> 9. llb. 8) (彼女(=張金鳳)の顔には赤味がさした)

“洗面" (連語)について。

連語“洗面"は、《醒》ではすべて非会話文に使用されている。

又使冷水洗了面 ( ((醒>> 9. 4a. 8) (冷水で顔を洗った)

ただし、熟語の類(=慣用語)は会話文中でも「決まり文句J “洗面"を使用する。その例を

挙げる。

“光杭頭浄洗面" U(醒>>4.2a.3) (((醒>> 44. 6a. 10) (髪を締麗に杭かし、顔を締麗に洗

う)

男洗了面. (((石頭>> 72. 10a. 1) (新たに顔を洗ってあげた)
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植田 均

《児女英雄停》、《官話類編》、《語言自遁集》→会話文、地の文併せ、全て“洗験"を使用す

る。 19世紀の北方では“洗面"はもはや非会話文でも用いないようである。

“臆"、“面"の歴史

時代 春秋戦国漢代唐代宋代元代明代清代現代

[北方]面(=かお) -ー・・・・・---隆司・.ー・・ーーーー-ーーー・.ー・・ーーー-ーーーー.

/ 

[北方]験(=もとは 明ー，司--・帽咽圃

¥ 
/ 

“股蛋jしつ 「顔J を示す

[南方]客話、卑語、閤語等:現在でも“面"を使用。“験"を不使用。

宋~清代: rかお」は“面"から“験"へと徐々に移行する。ただし、両者は併存する。

“験"は狭い範囲の「ほお」から拡大の「かおj へと変化した。拡大開始が宋代、変化の完

成は清代と見られる。また、唐代が意義の変化の過渡期と思われるので、唐五代の口語を反映

する《祖堂集》などの口語資料を検討する必要がある。

四字成語と慣用語(熟語)の中では、“面"、“験"は現代漢語においてどのような差が見られ

るか?

“面"四字成語(典故あり)の中での使用に限定→四字成語は古代漢語で使用されていて、

文言である。

“験"慣用語、熟語(典故があるとは限らない)の中での使用が多く、成語ではもちいられ

ない←「慣用語、熟語」は通俗で比較的新しい用法である。

箸一一現代漢語:釈義「はし」。共通語では書面語である。

現代方言の地域:南方方言(呉語南部の温州、客家語の梅県〈箸只)、聞語の慶円、潮

州、建困)で使用。

《醒)) :箸〉侠子。《醒》では“侠子"よりもまだ“箸"の方が優勢。会話文でも“箸"を使用

する。

“再取一隻筆来，…。" (29. 8b. 2) (もう一膳箸を持ってきてくれ)

近世漢語: <<金瓶梅調話》、《石頭記》、《見女英雄停》での“箸"の様相は少々生硬であ

る。

“箸"→非会話文で使用されるゆえ、生硬、非生産性である。ただし、より口語性を高める

ためか、接尾辞“見"、“子"を伴っている。
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奉筆星組待譲月娘恩人吃時，…。(<<金瓶)) 89. 7b. 7) (箸を取って月娘達に食事を勧め

ようとしていた矢先、…)

劉姥姥使伸筆王要爽，…。(((石頭)) 40. 7a. 9) (劉お婆さんは手を伸ばして箸で挟もう

としますが、…)

“侠子"→現代共通語では、会話文、非会話文に関係なく“侠子"を用い、“箸"は用いない。



縦と横の語薬研究一《醒世姻縁停》方言語葉研究

近世漢語の《石頭記》では、一般に会話文に使用。

誰這舎子又把那個法王室主了出来. (((石頭)) 40. 7b. 3) (快子=侠子) (誰じゃ?この時に

またその箸を持ちだしたのは! ) 

《児女英雄停)) :“箸子"→会話文の場合、田舎者の登場人物(張金鳳の母親)に使用が限定

されている。

我吃上筆王就算開了斎了. (((児女)) 29. 23b. 10} (わたしゃ箸をつけるだけで精進落と

しをしたということなのよ! ) 

《児女英雄停)) :“侠子"→非会話文、会話文の両方に使用という如く、“箸"、“箸子"はほと

んど見られない。《児女英雄惇》では“侠子"への交替のほぼ完了と思われる。

《官話類編》、《語言自遁集》→“侠子"を採用し、“箸子"、“箸"は不採用とする。清代後期

(1850年頃)に成書の《見女英雄侍》でも同じ様相を呈しており、 19世紀の北方では既に“箸"

から“槙子"へ交替が完了していたと思われる。

食 現代漢語:釈義「食べる」。規範的辞典類では一般語語棄とするが、書面語語葉だと思

われる。

現代方言の地域:卑語、客家語、閤語などの南方方言地域では口語で使用されている。

なお、“食"は、これらの南方方言では“食"に“吃仮"、“吸畑"、“喝水"の 3 種の釈

義がある。

《醒》では動詞“食"の使用はごく少ない。一般には“吃"を用いる。しかも、生硬な非会

話文にのみ使用である。その例。

寝則同房，金則共卓。(((醒)) 15. 1a. 8) (寝るときは同じ寝台、食事も同じ机でおこな

った)

《金瓶梅詞話》、《石頭記》、《児女英雄侍》における“食"の会話文における例を下に挙げる。

ただし、《醒》と同様、出現数はごく少数。多くは同義語“吃"、“喝"を使用している。“食"

の例。

近年還浪金這個哩. (((金瓶)) 52. 14b. 3) (今年まだこれを食べておりませんぜ! ) 

這是金暢蟹紹唱. (((石頭)) 38. 18b. 6) (これはカニを食べるときの傑作ですね! ) 

且金蛤醐. (((児女)) 30. 9b. 6) (まあ、蛤でも食べて! ) 

*釈義「飲む」では、《石頭記》が“吃"から“喝"への過渡期の様相を示す。《石頭記》より

も後に出現した《見女英雄惇》は“喝"の使用が多い。また、「口の中へ入れるもの」のうち、

液体は“喝"、固体は“吃"の如く、多く使い分ける。その例。

脆下，我就喝. (((石頭)) 44. 1b. 10) (脆きなさい。そうすれば飲んであげるから)

日自{門喝貼見粥，吃黒占見東西睡罷. (((児女)) 20. 20b. 8) (お粥でも畷って、何かものを食
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植田 均

べて寝ることにしましょう)

《程甲本紅楼夢)) (1 791年刊)の高鳴著とされる後40囲の箇所は前80回(((石頭記)))よりも更

に時代が下がる。ゆえに、そこでは“吃"よりも“喝"の使用が圧倒的に多い。

寝一一《醒》での釈義は“停止、平息" (本義は“蛸着休息")を示す。

現代共通語では“就寝"、“寝食"、“寝室"のごとく、“寝" (釈義「眠る」、「寝室J )は生硬な

用法でしかない。

《醒世姻縁待作者和活言考沿)) (徐隻dt令、ヨ子魯~社、 1993) が“本方文言，…，在充曲方言中

イ乃保留下来"と言うように、“寝"はもと文言であった。近世漢語の《醒》に釈義“停止、平息、"

が見え、現代山東省充州、曲阜方言に継承されている。

《醒》の例。

児童了迭事，大失所望. (((醒)) 84. 9a. 6) (この事をやめにしたと知り、大いに失望した)

次に、現代共通語でも「局IJの語に代替される」ことなく用いられている語について。

2. 2. 現代共通語では「同形異義語J

元の語形は古今を通じて変化しないが、語義が大きく変化する所謂「同形異義語」を示す。

湯一一現代漢語:釈義「ゆ」。現代共通語では、 1 字単独で用いない。(現代共通語の釈義は

「煮汁=スープJ)

現代方言の地域:福州・建甑(液湯)、温州(茶湯)等の南方語。

近世漢語: ((金瓶梅詞話》は下記の例の如く、《水論》の名残の章回(第 1 回~9 回)、

及び南方人の補作の章回(第53回~57回)にのみ出現する。これは、南方

語の用法の反映だと思われる。即ち、《金瓶梅調話》当時の北方語ではな

じまない用法である。

近世漢語の例。

土兵起来焼鼓. (((金瓶)) 9. 6a. 9) (従卒は起きると湯を沸かした)

又焼些熱還. (((金瓶)) 54. 14b. 5) (また湯を沸かしていた)

《醒》の“湯"は“煮汁"用が多く、“開水"用は少ない。“開水"の例。

在櫨上最内鴫熱了. (23. 5b. 8) (炉の湯の中で欄をした)

《石頭記》は、単音節語“湯"は会話文では用いられない。必ず、他の要素が加算される。

如下

白了麗還。(((石頭)) 77. 16a. 5) (洗面用の湯を汲んだ)

不要最遷壬。(((石頭)) 51. 6a. 3) (湯たんぽはいらないのよ)

加算された要素は、上記例では“面"であり、“婆子"である。これらの要素が加算されなけ

れば、“湯"の釈義は「煮汁」になる。
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縦と横の語集研究一《醒世姻縁樽》方言語葉研究

《見女英雄惇》も同じく単音節語“湯"は「煮汁J となり、複音節語“湯水"は“開水"、“熱

水"を示し、区別して使用する。

叫人取些熱盟主. (((児女)) 20. la. 8) (熱い湯を取りに行かせた)

文給了他些盟主喝. (((児女)) 3. 15. a. 1) (坊ちゃんにお湯を飲ませた)

なお、“達、達達、大、大大" (おとうちゃん)の如く、文言に出自を求められないものは、

一般に現代北方方言に継承されている。

[注]

1 )官話資料を「北方と江南(南方)に分けない」方がょいという意見もあるだろう。じかし、

この表に挙げた通り、官話の中においても「北方と江南J に分けている。それは、歴然とし

た語葉上の根拠が存在するからである。

2) 方言点は主として《漢語方言調腫(第二版))) (北京・語文出版社)を用いる。以下、同じ。

[文献]

西周生， ((醒世姻縁侍)) (線装全二十冊)，人民文学出版社， 1994年第 2 次印刷影印本(1988年第

1 版第 1 次印刷)。

西周生， ((醒世姻縁停)) (全五冊)， r古本小説集成」所収，上海古籍出版社， 1994年。

笑笑生， ((金瓶梅詞話)) (高暦本) ，大安(影印本)， 1963年。

曹雪芹， ((脂硯驚重評石頭記))，中華書局香港分局， 1977年版。

曹雪芹、高顎， ((程甲本紅楼夢))，書目文献出版社， 1992年(影印本)。

文康， ((見女英雄停))， r古本小説集成」所収，上海古籍出版社， 1994年。
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